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中学校 保健体育科 （平成 25年度）８ 

第１学年 保健体育科学習指導案 

 

解決したい授業の課題 

私の普段の授業では，「できること」を重視するあまり教師主導型の授業になることが多く，生徒が主体的に

課題を解決したり，仲間のよさに気付いたりする活動を行っていない。また，思考・判断の評価材料も少なく，

正しい見取りができていない。 

特に，私の創作ダンスの授業では楽しみながら踊ることに重点を置いた結果，仲間の動きのよさに気付いたり，

テーマをうまく伝えるための動きを取り入れたりなどの創意工夫があまり見られなかった 

そこで，楽しんで踊る段階から広がりを生むための手だてとして，互いに「見せ合う」「教え合う」場面を意

図的に設定する。その場面での活動を通して，子どもたちに課題を解決するための思考・判断力を身につけさせ

たい。 

 

１ 単元名 ダンス（創作ダンス） 

 

２ 単元の目標  

   ・感じを込めて踊ったりみんなで踊ったりする楽しさや喜びを味わい，イメージをとらえた表現や踊りを

通した交流ができるようにする。（技能） 

   ・ダンスに積極的に取り組むとともに，よさを認め合おうとすること，分担した役割を果たそうとするこ

となどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。（関心・意欲・態度） 

   ・ダンスの特性，踊りの由来と表現の仕方，関連して高まる体力などを理解し，課題に応じた運動の取り

組み方を工夫できるようにする。（知識，思考・判断） 

 

３ 単元の評価規準 

運動への 

関心・意欲・態度 

運動についての 

思考・判断 

運動の 

技能 

運動についての 

知識・理解 

・ダンスの学習に自主的に取

り組もうとしている。 

・互いの違いやよさを認め合

おうとしている。 

 

・それぞれのダンスの特徴に

合った踊りの構成を見付

けている。 

・発表や仲間との交流の場面

では，互いの違いやよさを

指摘している。 

 

・表したいテーマにふさわし

いイメージをとらえ個や

群で，緩急強弱のある動き

や空間の使い方で変化を

付けて即興的に表現して

いる。 

・踊りの特徴と表現の仕方に

ついて具体例を挙げてい

る。 

・交流や発表の仕方につい

て，学習した具体例を挙げ

ている。 

 

 

４ 単元と指導構想 

（１） 単元と生徒  

   ダンスには，「創作ダンス」「フォークダンス」「現代的なリズムのダンス」などがある。ダンスは，イメ

ージやリズムをとらえた表現や踊りを介した交流や発表を通して，仲間とのコミュニケーションを豊かにす

ることを重視する身体表現である。 

   今回取り上げる創作ダンスは，多様なテーマから表したいイメージをとらえ，個や群で緩急強弱のある動

きや空間の使い方で動きに変化をつけてひと流れの動きで即興的に表現したり，変化のあるひとまとまりの

表現や個性を生かした簡単な作品にまとめて踊ったりすることができるようにすることをねらいとしてい

る。 
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   特に本単元では，仲間との意見交換を活発に行い，ねらいに沿った緩急強弱をつけた動きができることを

目指す。 

全体としては，もの静かで落ち着いた雰囲気のクラスである。ペアやグループでの運動にも抵抗なく取り

組むが，話合い活動では消極的になりがちである。小学校時に簡単なリズムダンスの経験はあるが，創作ダ

ンスは未経験である。９月の体育祭でよさこい踊りをした際には楽しんで踊ることができていた。ダンスの

授業を楽しみにしている生徒もいるが，自分をさらけ出すことに抵抗があり，踊ることを恥ずかしく感じて

いる生徒も多いので単元の前半では，誰にでも簡単でダイナミックに踊れるダンスや動きを取り入れ，ダン

スに対しての不安感を取り除きたい。 

 

 （２）指導の構想 

「仲間のよさに気付いたり，テーマを伝えるための動きを取り入れる工夫をしたりするなどの 

思考・判断力を身に付けさせるために」 

   

   ダンスの単元において特に身に付けさせたい技能は，表したいテーマにふさわしいイメージをとら

え個や群で，緩急のついたメリハリある動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表現したり，簡単な作

品にまとめたりしたりすることである。そして，それにともない身に付けさせたい思考・判断力は，「互い

の違いやよさを見付ける力」である。よりよい動きを思考したり，よりよい動きをもとに自分や友だちの動

きを判断したりする力をつけたい。創作ダンスのよりよい動きとは，動きをそろえることよりもテーマをも

とに一人一人の感性を大切にし，個性溢れる表現こそがすばらしい動きであり，具体的には，緩急を付けた

「メリハリのある動き」や「ダイナミックな動き」と考える。本単元では，自他のダンスを見て，違いやよ

さを見つける力を育て，自分たちの創作ダンスをよりよいものへと改善させていきたい。 

昨年までのダンス授業では，教師が模範となりメリハリのある動きやダイナミックな動きを模倣させてい

く中でグループごとの創作活動を行ってきた。その結果，動き自体は目標であるダイナミックやメリハリの

ある動きに近付くことはできたが，どのグループも似たような動きが多くなってしまい作品発表での他者評

価でも互いの違いやよさに関する記述が多いとは言えず「互いの違いやよさを見付ける力」が身に付いたと

は言えなかった。 

   そこで，本年度のダンス授業では，技能を身に付けることはもちろんのこと「互いの違いやよさを見付け

る力」の思考・判断力を身に付けさせるための手段として以下のことを実践していきたい。 

 

（１） かかわりあいの場の設定 

 グループ活動の中に他を「見合う」活動を多く取り入れ，生徒たち自身の動きの中からねらい達

成のヒントとなるキーワードを導き出したい。また，自分自身の動きの成長点や課題を見付けたり，

比較したりするために「VTR」と関わる活動も取り入れる。 

そして，個人のアイディアでは限界があるイメージ作りもグループで行うことで多種多様な動き

のアイディアが生まれたり，その動きの中からテーマにそったものを選んで創作したりするなどの

判断力も身に付けさせたい。 

 

（２）思考力・判断力を深めるためのワークシートの活用 

      評価材料とするのはもちろんのこと，ダンスにおける仲間の「よさ」を認識するためにも毎時間の

記述を大切にしていきたい。また，毎時間の気付きをコメントでフィードバックし，ダンスにおける

意欲を高めたい。 
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５ 単元の指導計画（全８時間）   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 
〇学習活動 

・主な活動内容 

観点 
評価規準 評価方法 

関 思 技 知 

１時間目 

 

○リズムにのって踊ってみ

よう 

・オリエンテーション 

・リズムダンス 

ダイナミック 

〇  〇 〇 ・ダンス授業の３つの目標・約束

を意識して活動している。（関） 

・ダイナミックな動きの具体例を

挙げている。（知） 

・リズムにのって踊ることができ

る。（技） 

ワークシート 

観察 

２時間目 

 

○まねをしてひとながれの

動きを創ろう 

・新聞紙模倣 

まね・ひと流れ 

 〇 〇  ・新聞紙を活用しながら止まらず

ダイナミックな動きでひと流れ

の作品を考え，その動きができ

る。（思・技） 

ワークシート 

観察 

３時間目 

 

○ダンスにメリハリをつけ

よう 

・走る－止まる① 

・泥棒と警察 

・作品創り 

メリハリ 

 ○ 〇  ・思いきりピタッと止まる中から

たくさんのイメージを見付け，

メリハリある動きをすることが

できる。（技） 

・短い作品創りで，仲間と動きの

構成を見付けている。(思) 

ワークシート 

観察 

４時間目（本時） 

○仲間とアドバイスをしあ

い，メリハリある動きを

創りだそう 

・走る－止まる② 

（動く－止まる） 

・中間発表会（意見交換） 

・発表会 

  メリハリ 

 ○ ○  ・よりメリハリのある動きをする

ための工夫をすることができ

る。(技) 

・発表会で仲間のよさに気付き，

よりよい作品となるためのアド

バイスをしている。(思) 

ワークシート 

観察 

５時間目 

 

○空間を変化させよう 

・集まる－とび散る 

  群と個 

 〇 〇  ・ダイナミックに空間を変化させ

ることができる。(技) 

・みんなで動くおもしろさをいか

す構成を見付けている。（思） 

ワークシート 

観察 

６時間目 

 

○感動の瞬間を表現しよう 

・スポーツいろいろ 

 

 デフォルメ 

 〇 〇  ・表したいテーマにふさわしいイ

メージを見付けている。（思） 

・「繰り返し」「大げさに」等，よ

いところを変形して表現を強調

することができる。（デフォル

メ）（技） 

ワークシート 

観察 

７時間目 

○発表会でおもいきり踊ろ

う 

○仲間のよさを見つけよう 

・スポーツいろいろ② 

発表会 

 デフォルメ 

〇 〇 〇  ・デフォルメで特徴を強調して，

感動を伝える小作品の構成を見

付けている。(思) 

・伝えたいことを「思いきり」体

を使ってアピールする動きがで

きる。（技） 

・友達の違いやよさに気付き，認

め合おうとしている。(関) 

ワークシート 

観察 

発表 VTR 

８時間目 

○自己評価をして振り返り

をしよう 

・VTR観察 

・自己評価 

○ ○  ○ ・自分たちの作品を振り返り，よ

さや改善点を見付けている。(思) 

・友達の違いやよさに気付き認め

合おうとしている。(関) 

・踊りの特徴や表現の仕方，発表

の仕方の良さについて，具体例

をあげている。（知） 

付箋 

ワークシート 

ペーパーテスト 
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６ 本時の計画（４時間目／全８時間） 

（１） 本時のねらい 

   ・互いの作品を見合うことを通して，仲間のよさに気付いたり，メリハリある動きを創り出したりするこ

とができる。（思考・判断） 

・「動く」「止まる」をメリハリのある動きで思いきり表現することができる。（技能） 

 

（２）本時の構想 

手だて① よい動きを引き出すためのモデル提示（比較） 

・導入で本時の目標を明確に伝え，「見る」「気付く」「伝える」ことの大切さを確認させる。また，メリハリ

ある動きを考えるときのポイントをおさえさせるために，生徒のよいメリハリと教師のよくないメリハリの

映像を比較させる。どの動き（体の使い方）でメリハリを感じたのかを考えさせ，いくつか発表させ，見る

側がメリハリを感じる体の使い方（指先の伸ばし，止まり方，高低差，目線など）をクラス全員で共有する。 

 

手だて② 見せ合う場の設定 

・中間発表会で意見交換を行い，評価し合う。メリハリができているかは，導入で確認したメリハリのポイン

トをもとに５段階で評価する。また，友達の動きのよかったところや，テーマが伝わりやすくするための工

夫を口頭で伝える。 

 

手だて③ 思考が深まるワークシートの活用 

・自分たちの作品はどの動きにメリハリを取り入れたかを理由付けができるワークシートを活用し生徒の思考

を深めるとともに，観点別評価（思考・判断）の材料とする。 

 また，ワークシート記入の時間を十分に確保するため，本時の運動時間は，３５分とする。その分の運動量

確保のため授業前半では，教師主導のもと「走る」－「止まる」の基本的な動きを負荷をかけて行い，体を

十分に動かし汗をかかせる。 

 

（３）本時の展開 

時間 学習活動 
〇教師の働きかけ（T）と 

生徒の反応（S） 

指導上の留意点（◇） 

と評価（◆） 

授業前 １ アップ（簡略） 

① ランニング３周 

② ２人１組おんぶダッ

シュ１往復 

③ 手押し車片道 

④ 馬とび１往復 

⑤ 雑巾がけ１往復 

 

２ 整列・挨拶・点呼 

○ けがのないよう声をかける。 ◆ アップに真剣に取く

んでいるか。（意・態） 

観察 

 

 

 

 

 

 

導入 

10分 

 

３ 走る－止まる 

  前時の復習 

 

 

５ 本時のめあての確認 

 

 

 

 

 

T１「前回の復習をします」 

T２「走るときは，全速力で，ただし

止まるときは，ぴたっと止まろ

う。」 

〇 めあての説明をする。 

 

 

 

 

 

◇ ３人１組 

◇ 太鼓とバチで音とり 

 

 

◇ 黒板に張り出す。 

 

 

 

 

 

＜本時のめあて＞ 仲間とアドバイスをしあい，メリハリある動きを創りだそう。 

動く-止まる-動く-止まる-動く-止・止・止 
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６・メリハリポイントの確認

（映像の比較）手だて１ 

 ・考えをまとめる活動の設 

定      手だて３ 

○ メリハリの意味を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

T３「先生が選んだベストオブメリハ

リ賞は，○○さんと○○さんでし

た。その映像と先生チームの映像

を見比べてみましょう」 

＜発問１＞ 

T４「どこが違うか，どの動きでメリ

ハリを感じるかワークシートに

記入しましょう」 

S１「手足が思いきり伸びていた」 

S２「ぴたっと止まっていた」 

S３「姿勢が，高くなったり低くなっ

たりしていた」 

S４「目線が遠くを見て動かなかった」 

 

T５「では，このメリハリポイントを

取り入れながら，前回の作品づく

りの続きを行います。時間は，10

分間です。10 分後中間発表会を

行ってそれぞれ他のグループか

らメリハリがついていたかどう

かアドバイスをもらいます」 

メリハリ＝緩急強弱(静

と動) 

◇ 前時までの子どもの

メリハリのイメージ

では，大きく動くこ

と，ピタッと止まる

こと。 

 

◆ メリハリポイントを

まとめている。（思・

判）ワークシート 

 

   

 

 

 

 

 

 

 メリハリポイント 

 

 

 

◇ 手先は伸ばすだけで

なく，その逆（小さ

くまるまるなど）も

動きに変化があれば

OK なことも伝え

る。 

展開 

35分 

６ 作品づくり（５分） 

  前時の続き 

 

 

 

 

 

７ 中間発表会（10分） 

手だて２ 

 （１）前半グループの発表 

 （２）ワークシートに記入，

渡す 

 （３）後半グループの発表 

 （４）ワークシートに記入，

渡す 

（５）グループで相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 巡視しながらメリハリを意識し

てやっているか声をかける。 

○ 活動が停滞しているグループに

は支援する。 

 

○ スクリーン前に集合させる。 

 

○ 中間発表会の説明をする。 

T６「アドバイスは，メリハリポイン

トをもとに５段階で評価しよう。

よかったところや，もっとこうし

た方がよいところは言葉で伝え

てあげよう」 

 

S５「手足を伸びていてよかった」 

S６「もっと小さくなったり大きくな

ったりする」 

S７「フロアをもっと使った方がよい」 

S８「ピタっと止まっていた」 

S９「止まるですべて表情に変化をつ

けるとおもしろい」 

Ｔ７「もらったアドバイスをもとに班

で話し合ってもっとメリハリを

つけてテーマが伝わりやすいよ

うにしよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ワークシート配付 

◇ ２グループずつ組ま

せる。ペアを決める。 

 

◆ 仲間の発表を見て動

きのよさを指摘した

り，メリハリのある

動きするためのアド

バイスをしたりして

いる。（思・判） 

ワークシート・発言 

 

 

 

 

 

 

 



6 

８ 作品づくり（10分） 

  躍り込み 

 

９ 発表会（10分） 

（１）前半グループの発表 

 （２）ワークシートに記入，

渡す 

 （３）後半グループの発表 

 （４）ワークシートに記入，

渡す 

 

○ 活動が停滞しているグループは，

個別支援を行う。 

 

T8「５段階評価を赤で記入しよう。

さっきの発表よりよくなったと

ころを伝えよう」 

 

 

 

◇ ビデオ撮影 

◆ 「走る」「止まる」を

メリハリのある動き

で思いきり表現する

ことができる。（技

能） 

観察・ビデオ 

まとめ 

５分 

10 振り返り（感想記入） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 次時の確認 

 

12 挨拶 

〇 授業の３つの目標・約束が達成で

きたかチェックさせる。 

 

 

 

○ 振り返りの中から，ねらいの達成

につながる言葉を紹介する。 

 

Ｓ10「アドバイスをもらって大きく動

くことができた」 

Ｓ11「メリハリポイントを意識して止

まり方を工夫できた」 

Ｓ12「アドバイスするために，他の班

のダンスを真剣に見た」 

 

〇 次時は，「集まる－飛び散る」 

 

①恥ずかしがらず堂々と 

②思いきり体を動かそう 

③友達の個性や表現を認

めて楽しもう。 

 

 

 

 

 

（４）本時の評価 

   ・互いの作品を見合うことを通して，仲間のよさに気付いたり，メリハリある動きを創り出したりするこ

とができたか。（思考・判断） 

・「動く」「止まる」をメリハリのある動きで思いきり表現することができたか。（技能） 

 

（５）用具 

   ・太鼓，ばち，ラジカセ，プロジェクター，i Pad，ホワイトボード 

 

（６）会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス
テ
ー
ジ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
） 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

 

前半発表グル

ープ 

 

後半発表グル

ープ 
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創作ダンス 学習カード（１年） 
ダンス授業の目標                  （ ）組（ ）番 氏名             

 

 

 

 

＜毎時間の記録＞    ※ Aよくできた・Bできた・Cあまりできなかった・Dできなかった 

回 課題 
DKW 

（ダンスキー

ワード） 

目標・約束 

（A・B・C・D） 感想 

①  ②  ③  

１ リズムにのって     

チーム「      」タイトル「       」 

２ 新聞紙     

チーム「      」タイトル「       」 

３ 走る-止まる①     

チーム「      」タイトル「      」 

４ 走る-止まる②     

チーム「      」タイトル「       」 

５ 集まる-飛び散る     

チーム「      」タイトル「       」 

６ スポーツいろいろ     

チーム「      」タイトル「       」 

７ 発表会     

 

８ 振り返り     

 

①恥ずかしがらず堂々と 

②思いきり体を動かそう 

③友達の個性や表現を認めて楽しもう 
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Memo&アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業全体の感想＞ 
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ダンス授業３・４時間目 「走る」「止まる」 ワークシート 

                  組  番 氏名         

★３人組で，「走る-止まる-走る-止まる-走る-止まる-止まる-止まる」をやってみよう！ 

 ポーズは自由に思いきり！ポーズができたら走り方も工夫してみよう！ 

 

★ビデオを見てメリハリポイントをまとめてみよう！（４時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自分たちの作品をつくろう！（3時間目・４時間目） 

「走る」「止まる」（「動く」-「止まる」）からイメージされるもの 

テーマ 

 

ひと流れ（はじめ－なか－おわり）        メリハリポイント 

  

その他 

指先・足先は？ 

止まり方は？ 

姿勢の変化は？（高低差） 
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中間・本番発表会 メリハリポイントチェック 

 

中間発表は黒で○を，本番の発表会は赤で○をつけよう！ 
（１・・・残念！ ２・・・まだまだ！ ３・・・まぁまぁ！ ４・・・できている！ ５・・・すばらしい！） 

 

チェックしてくれた人の名前「             さん」 

メリハリポイント 評価 

１ 手足が思いきり伸びていたか １・・・２・・・３・・・４・・・５ 

２ ぴたっと止まっていたか １・・・２・・・３・・・４・・・５ 

３ 姿勢が，高くなったり低くなったりしていたか １・・・２・・・３・・・４・・・５ 

 

 

Memo&アドバイスなど 


